
 
 

今年の９月にラグビ
ーワールドカップがフ

ランスで開催されます。前回の日本大会を覚えているでしょう
か. 

日本代表チームはベスト８に進出し、日本中が大いに盛り上

がりました。ラグビーのルールなどもよく分からないけど応援
している「にわかファン」も話題になりました。 

この日本大会の最中に、台風１９号が猛威を振るい全国で大
きな被害が出ました。この時、岩手県釜石市で予定されていたカナダ対ナミビア戦は中止
となり、カナダは戦わずして無念の最下位が決まりました。落胆のどん底にいるはずのカ
ナダのメンバーは、意外な行動に出ます。彼らは、台風で被災した釜石の住宅街にスコッ
プを持って現れました。そして、道路などにたまった泥を次々に除去していきました。屈
強な男たちが泥まみれになりながらも、ポリ袋にどんどん泥をつめていきます。 

何がカナダ代表をボランティアに駆り立てたのでしょうか。参加した選手の一人はこう
話しています。「試合がキャンセルになって、我々は落胆しました。しかし、こんな時だ
から、ラグビーよりもはるかに重要なものが存在するのです。ここでは、台風で壊された
人々の住む家を何軒も見ました。そして、我々にできることであれば、彼らの手助けがし

たいと思ったのです」。 

この彼らの行動には、恩返しの意味が込められていたといいます。選手はこうも話して
います。「日本の人たちのおかげで大会が成り立っています。こんなにまで友好的な国で
すから、できるだけの恩返しをしようとするのが正しい道です」。カナダ代表に限りませ
んが、各国代表チームは日本各地で事前合宿を行い、地元の人たちと深い絆をはぐくんで
きました。惜しみない声援やおもてなしをしてくれた日本に感謝したいという思いが、ボ
ランティアの根底にあったのです。 

このカナダ代表の行動は、瞬く間に世界中に広がり賞賛されました。 

 「カナダは試合には勝てなかったが、１００万の心をつかんだ」 

 「美しいフェアプレーを体現した彼らこそが今大会の真の勝者」 

 この話には続きがあります。カナダ代表が成田空港で帰国の途につこうとしている時に

起きたことを、一人の選手が明かしています。 

 「今、成田空港にいるが、日本人の行いに感動している。個人・航空会社職員・一般の
方々が私のところに次々とやって来て、『昨日、釜石で協力してくれてありがとう』と言
ってくれるんだ。どのくらいアメージングなことかというと、釜石はここから５３０km も
離れているんだ」。さらに、「カナダ人であることが、どれほど誇らしく素晴らしく感じ
たか、言い表すことができない。一緒に協力してくれた、チームのみんなに感謝したい。
我々は、ラグビーでゴールに達することはできなかったが、大きな貢献をすることができ
た」と喜びを表しました。 

 フェアプレーは、グラウンドやコート、道場の中だけで体現するものではなく、それら
の外にも存在します。どちらも大事ですが、外で体現できるようになったら本物というこ
とではないでしょうか。 

 もうひとつ、彼らを崇高なフェアプレーに突き動かしたのは、日本に住む人がもつ献身

性や感謝の心、利他の精神に他ならないと感じています。 

                                    令和５年７月１９日  第４号 

   安 方 中 だ よ り 
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「修学旅行」 
                              
６月３日（土）から５日（月）まで、３年生は修学旅行に行ってきました。３日は、８時

４９分品川発の新幹線に乗車予定でしたが、台風２号の影響で始発から東海道新幹線が運
休となってしまいました。次の予定がなかなか立てられない中、生徒は蒲田駅から引き返
し、安方中学校で待機することになりました。さぞ、がっかりしていることと思い教室を
巡回したら、どの教室からもとても明るい笑い声が聞こえてきました。カードゲームをし
たり友達と話したり、絵を描いたりしてそれぞれが楽しそうに過ごしていました。修学旅
行後のアンケートや作文を見ても、「楽しかったこと・印象に残っていること」の上位に、
「教室でおしゃべりをしたり、遊んだこと」、「普段、学校ではできないトランプや UNO

を教室でできたこと」を挙げている人が多くいました。 

その後、無事に新幹線に乗車し、大幅に遅れましたが京都駅に着き、そこからバスで奈
良の宿舎に入りました。初日の見学はすべてキャンセルになりましたが、残念がる声は少

なく、修学旅行に来られたことを喜ぶ生徒が多かったようです。友達と一緒なら、どこに
行っても楽しいということを実感したことと思います。 

様々な困難はありましたが、置かれた環境で精一杯楽しむという３年生の姿を見ていて、
こちらも学ぶことが多くありました。今回の修学旅行の思い出は、「青春時代の心の壁画」
として何十年経っても色褪せることなく、心の中でずっと輝き続けることを確信していま

す。 

「表彰」おめでとう！ 
【剣道部】◎令和５年度第１ブロック 

夏季剣道大会 第３位 

     ※都大会出場！ 

男子団体・個人 

（笠間海斗さん・麻生大瑛さん） 
女子個人（髙橋知華さん） 

     ◎第７６回区民スポーツ大会 

髙橋知華さん 第３位  
 

【野球部】◎令和５年度大田区中学校野球    【剣道部】       【野球部】 

      選手権大会  第３位 

 

【女子バスケットボール部】  

◎令和５年度大田区中学校 

バスケットボール夏季選手権大会 

      第２位  ※都大会出場！ 
                                          

【女子バスケット部】    【卓球部】 

【卓球部】◎令和５年度大田区中学校 

卓球夏季選手権大会 

      則武絵理奈さん 第５位  ※都大会出場！ 


